
　

６
月
よ
り
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜

日
を
基
本
に
開
催
し
て
き
た
「
子
ど

も
農
園
」（
全
11
回
、25
名
参
加
）
は
、

１
月
で
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　

10
月
以
降
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
・
落

花
生
・
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
を
は
じ
め
、

ニ
ン
ニ
ク
の
植
え
付
け
、
タ
マ
ネ
ギ

の
苗
植
え
等
、
次
年
度
に
参
加
す
る

皆
さ
ん
の
収
穫
に
向
け
た
準
備
を
し

ま
し
た
。

　

最
終
回
（
１
／
12
）
は
、
豊
作
や

作
物
へ
の
感
謝
を
込
め
た
「
だ
ん
ご

さ
し
」
を
行
い
、
そ
の
後
、
今
年
度

の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
い
っ
ぱ
い
の
お
い
し
い
野
菜
づ
く

り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
先
生
方
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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子
ど
も
農
園
（
一
月
で
活
動
終
了
）

R6.1 ／ 12　だんごさし

10
／
13
　
ニ
ン
ニ
ク
の
植
え
付
け
と

　
　
　
　
　
　
ダ
イ
コ
ン
お
ろ
抜
き
　↓ 10/26　サツマイモの収穫

12/ ８　大きくて重いダイコン　たくさんとれました　↕



　

yogatoco

主
宰 

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
深
谷
恵
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
10
月

19
・
26
日
、
11
月
２
・
16
日
（
各
木
曜
日
）

の
全
４
回
、夜
間
（
19
～
20
時
）
に
開
催
し
、

20
～
50
代
の
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

呼
吸
法
や
、
基
本
的
な
ア
ー
サ
ナ
（
ポ
ー

ズ
）、
申
込
み
時
記
入
の
お
悩
み
箇
所
の
調

整
方
法
等
も
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
運
動
不
足

が
解
消
で
き
た
」、「
分
か
り
易
い
」、「
身
体

が
楽
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
は
じ
め
、

「
次
年
度
も
開
催
（
多
数
）」、「
夜
間
の
開
催
」

な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
高
評
価
を
い
た

だ
い
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
、
11
月
７
日
、
12
月
５
日
（
各

火
曜
日
）
に
、
斎
藤
茂
吉
の
文
学
散
歩
（
全

六
回
）
を
開
催
し
、
福
島
大
学
の
髙
野
保
夫

名
誉
教
授
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
４
回
「
帰
国
、
病
院
再
建
の
多
忙
な

日
々
」、
第
５
回
「
ふ
る
さ
と
金
瓶
に
疎
開
、

そ
し
て
大
石
田
へ
」、
第
６
回
「
世
田
谷
に

帰
郷
、
茂
吉
の
晩
年
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
正

期
よ
り
昭
和
28
年
逝
去
ま
で
の
茂
吉
の
生
き

ざ
ま
を
学
び
ま
し
た
。

　

短
歌
等
を
通
し
て
、
茂
吉
の
意
外
な
性
格

や
人
間
性
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
等
、
参
加

者
の
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
有
意
義
な

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
、
髙
野
保
夫
先
生
に
「
新
た
な

講
座
」
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
15
・
22
・
29
日
（
各
水
曜
日
）
の
３

日
間
に
わ
た
り
、（
元
）
福
島
地
理
学
会
員

の
八
島
俊
雄
さ
ん
を
講
師
に
、
伊
達
地
区
の

大
地
か
ら
読
み
取
れ
る
先
人
た
ち
の
足
跡
を

辿
り
つ
つ
、「
今
変
わ
り
ゆ
く
旧
伊
達
町
の

姿
」
を
観
察
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
「
西
地
区
の
大
地
と
古
代
道
、

そ
し
て
交
通
路
」、
２
日
目
は
「
二
つ
の
村 

長
岡
村
と
岡
村
の
一
体
性
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
図
や
文
献
に
基
づ
く
歴
史
背
景
や
経
緯
等

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
で
は
、

諸
事
情
に
よ
り
視
察
出
来
な
い
個
所
は
あ
り

ま
し
た
が
、
八
島
講
師
の
車
中
等
で
の
ユ
ー

モ
ア
に
富
ん
だ
人
間
味
あ
ふ
れ
る
説
明
・
解

説
に
よ
り
、
参
加
者
（
26
名
）
に
と
っ
て
、

笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
行
程
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
先
人
の
知
恵
に
感
心
し
た
」、「
自

分
の
住
む
地
域
の
状
況
を
深
く
理
解
で
き

た
」
等
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
ヨ
ガ
教
室
（
ミ
ド
ル
世
代
）
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変
貌
す
る
伊
達
地
区
　
～
　
今
の
う
ち
に
も
う
一
度

人
間
茂
吉
の
文
学
散
歩

調整法を教示する深谷講師（左上）と、ポーズの指導風景

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
風
景
と
、
八
島
講
師
（
車
中
説
明
）

↓　参加者の受講風景（座学）と、地図を解説する八島講師

傾聴する受講者の皆さんと、解説される髙野先生（右上）



　

11
月
４
日
（
土
）、
㈲
菅
野
工
務
店
代
表

取
締
役
の
菅
野
栄
次
さ
ん
を
講
師
に
、
本
業

（
大
工
）
の
か
た
わ
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
さ
れ
て
い
る
秘
訣
や
生
き
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
契
機
に
、
日

赤
奉
仕
団
、
伊
達
町
国
際
交
流
協
会
、
箱
崎

愛
宕
神
社
獅
子
講
中
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

地
域
活
動
を
継
続
さ
れ
、
様
々
な
出
会
い
が

自
身
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
と
結
ば
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
（
約
30
名
）
か
ら
は
、「
奉
仕
の

心
に
感
動
」、「
大
い
に
感
銘
」、「
自
然
体
で

分
か
り
易
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

好
評
を
博
し
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
（
木
）、
ベ
ー
カ
リ
ー
麦
々
工

房
の
金
成
敦
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
冬
の

特
別
な
日
に
ぴ
っ
た
り
な
、
テ
ー
ブ
ル
華
や

ぐ
お
も
て
な
し
料
理
「
ア
ッ
プ
ル
ポ
ー
ク
・

バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
コ
ロ
ッ
ケ
・
キ
ャ
ロ
ル
ケ
ー

キ
」
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

す
り
お
ろ
し
林
檎
に
漬
け
込
ん
だ
お
肉

は
、〝
リ
ン
ゴ
酸
効
果
〟
で
柔
ら
か
く
て

ジ
ュ
ー
シ
ー
に
。
デ
ザ
ー
ト
の
ス
ポ
ン
ジ
生

地
作
り
も
、
レ
シ
ピ
で
は
分
か
ら
な
い
〝
プ

ロ
の
コ
ツ
〟
を
教
わ
り
、
ふ
わ
っ
ふ
わ
の
焼

き
上
が
り
に
皆
さ
ん
大
満
足
の
様
子
で
し

た
。

　

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
12
月

23
日
（
土
）
に
、
お
正
月
に
か
ざ
る
縁
起
物

の
「
門
松
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
福
島
県
森
の
案
内
人
の
蓮
沼
昇

さ
ん
、
安
斎
正
博
さ
ん
の
お
二
人
で
す
。　
　
　

　

ま
た
、二
名
の
指
導
者
（
佐
藤
静
雄
さ
ん
、

吉
田
正
幸
さ
ん
）
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　　
「
門
松
」
は
、
新
年
に
歳
神
様
が
訪
れ
る

た
め
の
目
印
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
（
約
20
名
）
は
、切
り
口
が
笑
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
竹
の
周
り
に
、
松
竹

梅
や
南
天
を
飾
り
つ
け
、
素
敵
な
門
松
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

講
師
よ
り
、
行
事
の
由
来
や
過
ご
し
方
を

は
じ
め
、
環
境
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
分
か

り
易
く
お
話
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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だ
て
な
生
き
方
～
私
の
履
歴
書

冬
の
お
も
て
な
し
料
理

門
松
づ
く
り
教
室

新
年
を
祝
う
　
生
け
花
教
室

菅野講師（左下）と、参加者の傾聴風景

「笑い門松」（左上）と、その制作風景

ふわっふわ～大成功！

↑齊藤講師と、参加者の受講風景↑

完成した作品を前に、記念撮影です↓

泡立て方・混ぜ方のコツを伝授

ローズマリーの香りで
　　　　ぐっと本格的に！

　

12
月
24
日
（
日
）、
龍
生
派
家
元
教
授
の

齊
藤
智
千
さ
ん
を
講
師
に
、
新
年
を
迎
え
る

生
け
花
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

千
両
や
サ
ン
ゴ
水
木
、
ピ
ン
ポ
ン
菊
等
、

季
節
感
の
あ
る
生
花
や
枝
を
準
備
い
た
だ

き
、
参
加
者
は
、
思
い
思
い
に
自
分
の
感
性

で
、
個
性
溢
れ
る
素
敵
な
生
け
花
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
殆
ど
が
初
心
者
の
方
で
、
男
性

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

「
集
中
し
て
お
花
と
向
き
合
う
時
間
が
楽

し
か
っ
た
」、「
丁
寧
な
ご
指
導
に
感
謝
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
素
敵
に
新
年
へ
の

準
備
が
整
っ
た
よ
う
で
す
。



　

１
月
26
日
（
金
）、
キ
ッ
コ
ー
ゲ
ン
醤
油

株
式
会
社
の
宍
戸
さ
ん
、
小
野
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
味
噌
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

仕
込
み
作
業
は
、
塩
と
麹
を
混
ぜ
、
水
を

加
え
な
が
ら
、
蒸
し
た
大
豆
と
混
ぜ
合
わ

せ
、
樽
詰
め
し
て
発
酵
さ
せ
ま
す
。
水
や
塩

加
減
を
独
自
に
調
節
す
る
参
加
者
も
お
り
ま

し
た
。

　

仕
込
ん
だ
味
噌
は
、
今
後
、
２
回
位
天
地

返
し
を
行
い
、
秋
頃
に
は
、
旨
味
や
甘
み
が

熟
成
さ
れ
た
お
い
し
い
味
噌
が
出
来
上
が
り

ま
す
。

　

今
年
も
定
員
（
40
名
）
を
上
回
る
応
募
が

あ
り
、
大
好
評
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

味
噌
づ
く
り
教
室
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今
年
度
一
年
間
の
各
種
事
業
に
、
多
世
代

の
多
く
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

伊
達
西
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
講
座
等
を
通

し
て
仲
間
を
増
や
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
、
共
助
と
な
り
、
大
き
な

支
え
合
い
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
新
年
度
か
ら
の
企
画
に
も
積
極
的
に
参

加
を
い
た
だ
き
、
楽
し
く
活
気
あ
る
地
域
に

し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
山
田
陽
）

↑
講
師
の
宍
戸
さ
ん
と
仕
込
み
作
業
風
景

↑ミズキと募金箱↓

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
石
川
県

能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
お
い
て
、

被
災
さ
れ
た
現
地
の
人
々
へ
の
支
援
に
取
り

組
む
た
め
、
伊
達
中
央
交
流
館
内
に
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

来
館
者
の
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　

　

設
置
期
間
は
、
３
月
24
日
（
日
）
ま
で
で

す
が
、
状
況
に
よ
り
延
長
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、被
災
地
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ（
短

冊
）
等
を
事
務
室
前
の
ミ
ズ
キ
に
下
げ
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
・
11
体
験
を
踏
ま
え
、
被
災
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
常
日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
や

備
え
に
留
意
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。


